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国境なき友情                         “Friendship across the borders”   

ワイズ運動を尊重しよう             “Respect Y’s Movement” 

2022年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」   
                    “Healthy mind & healthy body make healthy club” 
All Hands on Deck!   

聖  

 

句 

会長主題 

２日(日) 第一例会 

今年もキックオフ例会

は、サバエワークから。 

子供たちが安全に過ご

せるように、ワーク頑張り

ましょう。 

１９日(水) 第二例会  

期を始めるに当たっての

定時総会。事業計画案

と予算案を吟味して、出

発しましょう。 

７月 例会案内 

例会出席 

６月第一例会   １０名 

６月第二例会   １４名 

在籍者数     １５名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手         pt 

現金         0円 

累 計     22,500円 

           0円 

                                

 

累 計       399,706円 

６月第一例会       0円 

６月第二例会        0円 

累 計      176,400

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 蒔田前会長二期の主題であった「本気」を引き継ぎ、今期か

ら会長という重責を担いますが、プリンスクラブメンバーの皆様のやさしいご指導

とご協力のもと、まずはこの1年クラブ全員が、プリンスクラブにいて良かった、メ

ンバーやゲストと出会えて楽しかったと思えるような活動、運営に「本気」で精一

杯務めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 今期、私は＜「わたしたち」意識を大切に＞を主題に掲げさせて頂きました。前

期は京都部部長を輩出しプリンスクラブメンバー全員出動態勢で、京都部やクラブ

の活動・運営をやり遂げました。これまでにないハードでタイトな1年だったと思い

ます。私のような入会３年に満たない者ですら、右も左もわからない中、ベテラン

のワイズメン・メネットの経験を聞きながら、ゆとりなく役割をこなしました。反

面、部内１９クラブある中で、数少ないチャンスに巡り合わせた好機だった、経験

できて良かったと今は思えます。. 
 この大変な２年間を乗り越えることができたのは、蒔田会長のリーダーシップ・

やるなら何事にも「本気」を出せという叱咤激励とプリンスクラブのワイズメン、

メネットの協力の賜物だったことが私の脳裏に深く刻み込まれました。 

 あらためて、己【おのれ】の世界も大事やけど、大人も子どもも一人でも多くの

人達が集い、共に汗を流し、涙や笑いを浮かべ、一人では得られない宝物を一緒に

つかめるような楽しさ、充実感をさらに追い求めたいと感じました。それが学生ボ

ランティアリーダー時代に教えられた”we-feeling”であり、久しぶりに私はその言葉

を思い出しました。 

クラブに集い、一緒に活動することの楽しさを創り出す原動力が、一人の私では

なく、まわりの仲間も巻き込んだ複数の「わたしたち」意識です。仲間意識は、得

てして新しい人には疎外感を与えてしまいます。誰一人輪の外に取り残さず、新し

い人もわたしたちの輪の一人であることに１日も早く気づいてもらえる楽しいクラ

ブであるように尽力してまいります。今期１年よろしくお願いいたします。 

- To be aware “we-feeling” and no one will be left behind. 

 第32代会長  宇高 史昭  

どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求め

ているものを神に打ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あなたがた

の心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう。  
フィリピの信徒への手紙４章６節 

『 “わたしたち”意識を大切に 』 
Kick off・EMC-C 



２０１7/6/10 

岡西 博司 

7日（水）の例会には、ゲストスピーカーとしてNPO法人Home Doorの川口加

奈様に来て頂くようにお願いしてありました。しかしながら、当日は蒔田会長、

森副会長、今西さん、斎藤さん、毛利さん、と5名も欠席。出席者は11名。困っ

たなと、思っていたら、ウィングクラブからとＺＥＲＯクラブから合わせて5名の参

加があり、ホッとしました。 

講演のタイトルは「ホームレス状態を生み出さない日本へ」。川口さんは現在

26歳。19歳でNPO法人を立ち上げ、代表として活躍されています。14歳で初め

て釜ヶ崎で炊き出しに並ぶおっちゃん達を見て、ホームレスと言う言葉を知り、

どうしてこんな人達が居るんだろうという素朴な疑問からスタートされ、現在に

至っておられるのです。彼女の行動力、根気強さ、発想力には、感心する以外

にはありませんでした。 

 現在では「HUBchari」という組織を立ち上げ、ホームレスの人達を雇用して、

大阪の中心部（8か所）に自転車の貸し出しの事業を展開されています。延べ

人数180人のホームレスの方々を雇用しておられます。この事業でホームレス

の方々に仕事を作り出しておられるのです。次の目標は、ホームレスの人達の

住居を提供する為にと、活動されています。 

 「知ったからには、知った者としての責任がある」。 

「あなたは社会に良さそうな事をしたいだけなのか、それとも、社会を変えたい

のか」。 

ドキッとするような言葉は、まるで自分に問いかけられているように心に響きまし

た。僕自身、こんなパワフルな方を知りません。 

大いに感動を与えられ、早急にHomedoorのサポーターにならさせて頂きまし

た。何かをしなくてはならない。そんな気にさせてもらえた例会でした。 

6月第一例会                          

6月第二例会   引継例会                                   
２０１7/６/24 

廣井 武司 

 「いつでも本気」蒔田会長の2年間に感謝する大切な引き継ぎ例会。プ

リンスクラブではこの日はメンバーを引っ張ってこられた会長に心から

の感謝を贈る大切な例会として30年間やってきました。送られる会長の

涙にメンバーもともに涙することがいつもありました。 

 この日の例会も会長挨拶から始まりましたが、過去この挨拶で胸にこ

み上げてくる感動に思わず涙された会長も多くおられましたが、蒔田会

長の心臓は強靭なようでしっかりと感謝を述べられる会長の姿に2年間

のリーダーとしての自信が存在していました。 

 親クラブの京都パレスクラブの安達会長から祝辞をいただき表彰式へ

と入り例会200％出席表彰、事業委員長への感謝、三役への感謝があり

ました。 

 食事の後、1年の活動をスライドで振り返りました。校正編集は森副

会長、30周年の記念誌編集の大忙しの中での作業は大変だったことと思

いますが、会長のために頑張ってくれました。ナレーション原稿は廣井

担当、もう何年この2人でやっているか？ナレーションは部会でお世話

になった田村真喜子さん。準備万全、これで会長を泣かせるぞと静かな

BGMもいれたのですが今期の会長は手ごわかった。見ているこちらの

目頭のほうが先におかしくなってきました・・・・・・・完敗。 

 こののち会長への記念品の贈呈、そして次期への引き継ぎ式があり、

次期宇高会長が誕生しました。新会長から次期三役、事業委員長の紹介

があり無事次期への引き継ぎ例会は閉会となりました。メネットの参加

がもっとあればよかったのになーと感じた1日でした。 



 6月10日11日熊本で700名以上のワイズメンが集結しました。1年の総決算で

ある西日本区大会にプリンスクラブからもたくさんのメンバーメネットが参加して

きました。 

 9日からの前夜祭には岡西ワイズと廣井が参加。美人の湯として知られる菊

池温泉での会場も京都のメンバーの多さに驚きました。朝からのゴルフ大会に

たくさん参加されたのか、前夜祭での表彰式はほぼ京都のメンバーで独占。当

然わがクラブの岡西ワイズも２つも賞品を持ち帰られました。 

 大会第１日目、菊池市文化会館。岡西ワイズはゆっくりと温泉街へ。わたしは

９時からの西日本区役員会、10時30分から蒔田会長と代議員会に出席と大忙

し。このころ今日到着のプリンスのメンバーと出会い励ましの言葉をいただき嬉

しく感じました。 

 大会はバナーセレモニーで盛り上がります。京都部19クラブのバナーが壇上

で会長とともに披露されたとき胸が熱くなりました。プリンスクラブが呼ばれ蒔田

会長が登場、大きな掛け声が会場からかかり会長も思わず笑顔。感謝のメン

バーからの掛け声でした。 

 熊本水前寺クラブの国際協会加盟認証状伝達式が組み込まれ会は進行。

いよいよ部長報告の時間です。京都部は3番目ですが、当日になってモニター

がなしと知り緊張が高まってきました。森ワイズに作成していただいたパワーポ

イント、音楽もかぶせて完璧、事前に会社で何度も練習してきたのですが、終

われば汗が流れていました。当日のリハーサルも練習もなしですべてぶっつけ

本番に近い状態で会が進みます。さすが熊本のワイズは大物です。夜の懇親

会は会場がホテル日航熊本ということで、参加者の大移動が始まりました。 

 飯尾ワイズと私はラッキーなことに蒔田会長と三村副会長が車で来ておられ

たので便乗させていただきました。あとは懇親会、終了後は全くアウェーな2次

会、その後は・・・ 

 2日目は事業主任報告、表彰そして理事表彰、熊本が目立った表彰でした

が、2年間も頑張ってくれた我がクラブの蒔田会長に何とかと感じたのは私だけ

だったのでしょうか。 

その後、理事役員の引き継ぎ式も無事終わり閉会となりました。 

 昼食は三村副会長のお世話で熊本で女性に大人気のレストランで上品にお

いしくいただきました。こうして帰る人、あと旅を続ける人など現地解散となりま

した。 

 なおこの大会でプリンスクラブはTOF献金優秀賞、目標達成賞、EMC出席率

90％達成クラブ賞、BF100％達成クラブ賞、メネット優秀賞を得ることが出来ま

した。 

 次回は神戸で開催されます。みんなで参加しましょう。 

２０１7/6/10～11 

廣井 武司 第20回西日本区大会                                

 ６月２３日京都YMCA三条本館にて開催され、リブランディングについてブラ

ンドコンセプト、ロゴマーク、ブランドスローガンの発表がありいよいよこの１０月

から全国一斉に新しいロゴマークでスタートすることが説明されました。京都の

ワイズメンズクラブへの奉仕感謝もあり、YMCAリーダーユースボランティア認証

式も無事終えて、今年から始まる会館の改修工事の説明や2018年度からの事

業（保育園開園）についての報告もなされて閉会となりました。プリンスクラブか

らの参加が私一人だったので感謝状を代理で受け取らせていただきました。 

2017年度 京都ＹＭＣＡ会員協議会       廣井 武司 



１．サマーキャンプ・夏期集中プログラム受付中  
夏休み中の子ども達のためのサマーキャンプとスイミン 

グ・体操の夏季集中プログラムを受付中です。 

(TEL)075-255-4709  

(Web)https://e-ymca.appspot.com/kyoto/index 

※ プログラムによっては、お電話のみで受け付けて 

いるもの、受付が終了しているものがございます。  

 

２．平和のための開発教育セミナー ②フェアトレード

スタディーツアーin河原町（アドバンス編）        
フェアトレードとは、継続的な商品の売買を通して、生産者 

を支援する仕組みとして生まれた貿易のこと。フェアトレー 

ド事業を行うシサム工房の方のお話を聞き、裏寺通のお 

店へプチスタディーツアーに出かけます。ぜひご参加くださ 

い。 

日 時： ７月１０日（月）午後６時３０分～９時 

ゲスト： シサム工房 池澤匡彦氏 

対 象： 高校生以上 ※小中学生はご相談くさい。 
定員：２５名（事前申込制）／ 参加費：５００円 
お問合せ・お申込み：  

(TEL)075-231-4388（FAX)075-251-0970 

 (E-Mail）kokusai@kyotoymca.org 

 

３．ＩＣＣＰＪホストファミリー募集  
京都ＹＭＣＡは毎年夏、日本と台湾の交流を深めるため 

に、台湾・台中ＹＭＣＡリーダーの受け入れを行っていま 

す。その滞在期間中、台湾のリーダーが日本家庭の日常 

生活を知り、相互理解と友好を深めることを目的にホーム 

ステイの受け入れをしてくださるご家庭を募集しています。 

ぜひご協力ください。 

〇受け入れ期間 ：下記タームの内 、受け入れ可能な日 

程、日数（最短１泊２日～）をお教えください。 

 第一ターム： ７月１６日（日）夕 ～２２日（土）朝 

 第二ターム： ７月２４日（月）夕 ～２９日（土）朝 

 第三ターム： ７月３０日（日）夕 ～８月８日（火）朝 

○受け入れ要件： 

 ・１家族１名受け入れ ※複数名受け入れ可 

 ・公共交通機関（電車、バス等）で、京都ＹＭＣＡまで 

１時間以内で通えるご家庭。 

 ・宿泊と朝食、夕食の提供。 

 ・個室もしくは女性と同室のお部屋の提供。 

 ・受け入れ最終日が朝までの場合は、午前８時に京都駅

集合できるようご協力ください。 

〇ホームステイ謝金： 薄謝ですが、１名の受け入れにつ

き１日２千円の食費補助をお支払いたします。 

※ お家でお食事をご一緒するなど、日帰りホームビジット

受け入れご希望の方は、ご相談ください。 

お問合せ・お申込み：  

京都ＹＭＣＡ（TEL：075-231-4388 担当：關（せき） 

 

４．みんなでやってみよう！ わたしにもできる てび

き体験  
視覚障がいのある人をサポートするための手引きの方法

を楽しく体験してもらい、視覚障がいに対する理解や関心

を高めてもらう講習会です。できるだけ多くの子どもたちに

参加してもらえるよう夏休み期間中に開催します。事前申

込不要・参加費無料です。ぜひご参加ください。 

日 時： ８月６日（日）午後２時～４時 

場 所： ゼスト御池 河原町広場 
対 象：小学生～大人 
参加費：無料（事前申込不要） 
参加賞：先着２００名に、さわってたのしい点字袋をプレゼ

ント！ 

お問合せ：京都ＹＭＣＡ（TEL：075-231-4388 担当：上野） 

報告事項 

●次期定時総会の資料を、定時総会の一

週間前に発送いたしますので、お目通しを

お願いします。 

 

承認された事項 

●2016～2017年度事業報告を定時総会に

議案として提出する件 

●2017～2018年度事業計画案を定時総会

に議案として提出する件 

 7月  ７月 スケジュール 

 ２日  小野 敏明 

6月度 役員会報告 

２日(日) サバエワーク     

   8:45 サバエ教育キャンプ場 

19日(水) 第二例会 定時総会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

26日(水) 役員会 

  19:00 京都ＹＭＣＡ 

 

   

慣れない作業にイライラしてい

ますが、今までやってこられた

委員長のご苦労に感謝せず

にはおれません。一年後には

少しは成長していることを願っ

ています。しかし一人の委員会

はしんどい、メンバーほしい。 

編集後記 

 ６月はお散歩例会の月です。前回の牛込台地に続き、今回は赤羽

台地を歩きました。 

 梅雨のさ中にも拘らず抜けるような青空の下、最初の蕎麦屋探しで一汗、稲付城跡の長い階段で二汗、アップ

ダウンの繰り返しで三汗かきました。赤羽は戦災で焼け残った所も多く、昔の長屋やアパートが建替えられ、人が

やっと通れるような路地が立派な道路としてあちこちに残り、冒険をしてきました。最後は中華料屋で会長のご

苦労さん会を行い、楽しい一日を過ごしました。 


